
 

 

 

２０２５年９月１２日 

 

株式会社あいちフィナンシャルグループ 

 

公益財団法人あいちＦＧ教育文化財団の助成金等交付対象先の決定について 

 

 公益財団法人あいちＦＧ教育文化財団（理事長 伊藤 行記）の２０２５年度（第３６回）

の助成金等対象先が決定しましたのでお知らせいたします。対象先については、別添の資料

をご参照ください。 

 

記  

 

１．助成及び援助の対象 

（１）一般助成 

  愛知県内を基盤に、教育・文化活動の維持発展に努力し、地道に継続的、独創的な 

活動を行っている個人または団体。 

 

（２）高校生の文化および体育活動への援助 

愛知県内の高等学校で愛知県高等学校文化連盟（高文連）並びに愛知県高等学校体 

育連盟（高体連）の会長推薦を受けている活動。 

 

２．一般助成先および高校生への助成(援助)先と総額 

２５先 総額９４０万円 

（１）一般助成 

 

応募受理件数 ９３件 

助成金交付先数 １８先（個人８名・団体１０団体） 

助成金額合計 ６４０万円 個人合計 ２４０万円 

（各個人 ３０万円） 

団体合計 ４００万円 

（各団体 ４０万円） 



（２）高校生に対する援助 

 

（３）財団発足時の助成金等累計額と先数 

   ３億２，９７０万円（８７４先） 

 

３．助成金等贈呈式 

  日 時  ２０２５年１０月１４日（火） 午前１１時より 

  会 場  ヒルトン名古屋 ４階 ｢竹園の間｣ 

  

連盟応募受理件数 ５０先 

援助金交付数 ７先（連盟２先、高校５先） 

援助金額合計 ３００万円 文化連盟２先 

(文化連盟推薦) 

９０万円 

(６０万円・３０万円) 

高校２校 

(文化連盟推薦) 

６０万円 

(各３０万円) 

高校３校 

(体育連盟推薦) 

１５０万円 

(各５０万円) 

１９９０年度(第１回)    ４４０万円 

１９９１年度(第２回)    ７９０万円 

１９９２年度(第３回)    ７９０万円 

１９９３年度(第４回)    ８００万円 

１９９４年度(第５回)    ７９０万円 

１９９５年度(第６回)    ９４０万円 

１９９６年度(第７回)    ９１０万円 

１９９７年度(第８回)    ９１０万円 

１９９８年度(第９回)    ９４０万円 

１９９９年度(第１０回)   ９４０万円 

２０００年度(第１１回)   ９４０万円 

２００１年度(第１２回)   ９４０万円 

２００２年度(第１３回)   ９４０万円 

２００３年度(第１４回)   ９４０万円 

２００４年度(第１５回)   ９４０万円 

２００５年度(第１６回)   ９４０万円 

２００６年度(第１７回)   ９４０万円 

２００７年度(第１８回)  １，０８０万円 

２００８年度(第１９回)  １,０８０万円 

２００９年度(第２０回)    ９４０万円 

２０１０年度(第２１回)    ９４０万円 

２０１１年度(第２２回)    ９４０万円 

２０１２年度(第２３回)    ９４０万円 

２０１３年度(第２４回)    ９４０万円 

２０１４年度(第２５回)    ９４０万円 

２０１５年度(第２６回)    ９４０万円 

２０１６年度(第２７回)    ９４０万円 

２０１７年度(第２８回)    ９４０万円 

２０１８年度(第２９回)    ９４０万円 

２０１９年度(第３０回)    ９４０万円 

２０２０年度(第３１回)    ９４０万円 

２０２１年度(第３２回)    ９４０万円 

２０２２年度(第３３回)    ９４０万円 

２０２３年度(第３４回)    ９４０万円 

２０２４年度(第３５回)    ９４０万円 

２０２５年度(第３６回)    ９４０万円 



＜参考＞ 

｢公益財団法人あいちＦＧ教育文化財団｣の概要 

所 在 地 名古屋市中区栄三丁目１４番１２号(あいち銀行本店内） 

理 事 長 伊藤 行記 

設 立 日 １９９０年４月１日（２０１２年４月１日付で公益財団法人に移行） 

目  的 
愛知県内の各地域における教育・文化活動に対して援助を行い､教育・ 

文化の振興に寄与することを目的とする。 

基本財産 
８億６,９５２万４８６円（２０２５年３月末現在） 

拠出者：あいちフィナンシャルグループ 

事業内容 

１．地域における教育・文化活動に携わる個人および団体への助成 

２．高校生の文化および体育活動への援助 

３．その他、この財団の目的を達成するために必要な事業 

実  績 

＜過去３６年間の助成・援助金の実績＞ 

・一 般 助 成   ６５９件  ２億２，３２０万円 

・高校生援助   ２１５件  １億６５０万円 

・総 計   ８７４件  ３億２，９７０万円 

以 上 

 

 

  



公益財団法人 あいちＦＧ教育文化財団

１.　一般助成（１８件）

（１）個人（８件） （ 敬称略 ）

Ｎｏ ｼﾞｬﾝﾙ 氏　名 住　所 活 動 名 称・内 容 等

1 教育 粕尾　将一 蟹江町 なわとび競技（ジャンプロープ）の普及と指導

2 音楽 加藤　恵利子 名古屋市名東区 コンサートの企画、構成、演出、出演

3 演劇 川本　麻里那 名古屋市名東区 演劇活動への出演および制作における文化芸術活動の振興

4 演劇 田中　峻 東京都 ミュージカル制作を通じた地域貢献

5 舞踊 平尾　泰子 春日井市 コンテンポラリーダンスのワークショップ・公演

6 美術 須貝　旭 名古屋市名東区 絵画の制作および発表「時間を可視化する絵画」

7 美術 山崎　有美 名古屋市天白区 子どもや地域住民に日本画の体験・鑑賞の機会を届ける

8 工芸 木村　玲子 あま市 ガラス胎有線七宝の研究と制作

（２）団体（１０団体）
Ｎｏ ｼﾞｬﾝﾙ 団　体　名 住　所 活 動 名 称・内 容 等

1 教育
岡崎おやこ劇場
運営委員長　池井　麻理

岡崎市 生の舞台の鑑賞をとおして子どもの豊かな心を育てる

2 教育

特定非営利活動法人 平和のための戦争メモリアルセン

ター

理事長　　鈴木　秀幸
名古屋市名東区 アジア・太平洋戦争を次世代へと伝承する平和教育活動

3 教育
水辺とまちの入口研究所
共同代表　井村美里・秀島栄三

名古屋市昭和区
水辺のまちあるきや勉強会、市民ワークショップを開催
「堀川検定」を企画、運営

4 音楽
一般社団法人 音楽のちから
代表理事　後藤　真紀

名古屋市熱田区 病気や障がいと闘っている子どもたちに音楽を届ける活動

5 音楽
Teatro S'otopera（劇団そとぺら）
小島　万里奈

岡崎市 野外deオペラ～第３回野外クラシック音楽フェスティバル～

6 演劇
劇団シンデレラ
座長　伊藤　朋子

名古屋市南区 ミュージカルを通じて子どもたちにSDGsを伝える

7 演劇
名古屋学生演劇祭実行委員会
上本　瑞和

名古屋市名東区 名古屋学生演劇祭および関連企画の実施

8 美術
サクラデファミリア
林　裕己

岩倉市 アートを「家族」という視点から見る、家族で楽しむ展覧会

9 美術
特定非営利活動法人 福祉発信基地友の家
理事長　白樫　友美子

清須市 さまざまな障がいを持つ人のアート制作・展示活動

10
郷土史
研究

「尾北郷土誌」の会
代表　谷田　潔

江南市 尾北地域の歴史・地理・文化・風俗等の調査と研究

２．高校生の文化及び体育活動への援助（７件）
Ｎｏ 連盟 団　体　名 住　所 活 動 名 称・内 容 等

1 文化
愛知県高等学校文化連盟  歌舞伎鑑賞会
会長  黒川　修一

名古屋市中村区竹橋町３６－３１
旧中村区役所庁舎３階

高校生の歌舞伎鑑賞会にて、今年度は2025年10月18日（土）に開催予定。
1990年より始めた事業で、鑑賞会の料金の一部は生徒負担となる。御園座において歌舞
伎を鑑賞し、その際、歌舞伎入門教室を同時に開催し、専門家により歌舞伎をわかりや
すく解説し、歌舞伎の基本を学び、歌舞伎への理解を深めるもの。今年度の募集人員は
昼の部100名、昨年度参加人数は110名、参加費は生徒1,000円、教員1,500円とした。

2 文化
愛知県高等学校文化連盟  狂言鑑賞教室
会長　黒川　修一

名古屋市中村区竹橋町３６－３１
旧中村区役所庁舎３階

高校生の狂言鑑賞教室にて、今年度は2026年1月11日（日）に開催予定。
2012年度より始めた事業で、名古屋能楽堂を借り、狂言をを鑑賞する。
その際、狂言鑑賞教室も同時に開催し、専門家により高校生に狂言をわかりやすく解説
するもの。
今年度の募集人員は、300名を予定。

3 文化
日本福祉大学付属高等学校　吹奏楽部
校長　山口　喜久枝

愛知県知多郡美浜町奥田中之谷
２－１

全日本吹奏楽コンクール全国大会出場を目指して日々練習を重ねている。全日本吹奏楽
コンクールや中部日本吹奏楽コンクールでの地区・県大会などの各大会において金賞を
目指し、合奏練習・パート練習・個人練習に取り組んでいる。
また、地域活動として、学外では年間３回（サマーコンサート・クリスマスコンサー
ト・定期演奏会）の演奏活動を独自に開催している。校内では、文化祭やＰＴＡ総会・
公開見学会などで演奏を行っている。昨年度は、地元野間中学校文化祭にて招待演奏を
行った。

4 文化
大同大学大同高等学校　演劇部
校長　戸倉　隆

名古屋市南区大同町２－２１

「芝居作りの楽しさを通じて自主性と協調性を養う」をモットーに、平日の16～19時に
活動。公演１ヶ月前からは土日も練習。朝練も8時から15分ほど行っている。
ランニング・ストレッチ、筋トレ、発声練習から、読み合わせ、立ち稽古、通し稽古な
ど、時には劇場を借りての練習も行っている。大道具作成などスタッフワークにも勤ん
でいる。

5 体育
愛知県立半田工科高等学校　弓道部
校長　髙木　永幸

半田市柊町３－１

活動内容　週５日の練習を基本として活動している。県大会出場を目標に
　　　　　技術力の向上を図り、弓道を通じて礼儀作法や集中力、忍耐力、
　　　　　協調性といった人間的な成長を目指している。
活動実績　２０２２年度愛知県高等学校弓道選抜大会　　　男子個人の部第３位
　　　　　２０２３年度知多支部高等学校弓道選手権大会　男子団体の部優勝
　　　　　２０２４年度知多支部高等学校弓道選手権大会　男子団体の部優勝

6 体育
愛知県立豊橋東高等学校　卓球部
校長　鈴木　敏夫

豊橋市向山町字西猿２２

活動内容　週あたり平日４日間と土日のいずれかでそれぞれ２～３時間程度継続的
　　　　　に活動している。年間で１５程度の公式大会に出場しているが、日々の
　　　　　練習に加え多くの高校との練習試合も行っている。
活動実績　２０２４年度東三河地区高等学校卓球選手権大会　女子シングルス優勝
　　　　　２０２５年度愛知県高等学校総合体育大会卓球競技東三河支部予選男子
　　　　　団体優勝　女子団体３位

7 体育
愛知県立幸田高等学校　卓球部
校長　山田　佳史

愛知県額田郡幸田町大字高力字
神山７８

活動内容　３名の顧問を中心に学業がおろそかにならないように心がけ、平日
　　　　　・土曜日各２時間の短い練習時間で県大会出場を目標に日々練習に
　　　　　励んでいる。
活動実績　２０２４年度愛知県高等学校新人体育大会卓球競技愛知県大会女子
　　　　　学校対抗の部ベスト１６
　　　　　２０２４年度愛知県秋季新人卓球大会　男子ダブルス優勝

２０２５年度（第３６回）助成金等交付先（別添）


